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厚生労働大臣　細川律夫殿
衆議院議員　各位

参議院議員　各位
富山労働局などの国の非常勤職員の再任用拒否について

前略　　
　未曾有の大震災の被害に対して、日夜ご奮闘のこと敬意を表します。

私たち働く、女性の全国センターは、2007年1月に結成された働く女性のためのNGOです。

全国14箇所をつないでホットラインを常設して活動してきました。
下記の問題が、厚生労働省管轄にて発生している事態に私たちは大変憂慮しており改善を

要望いたします。

派遣労働者雇用安定化特別奨励金全業務を担当していた富山労働局　職業安定部　職業対策課　非常勤職員○○氏が不採用（再任用拒否）になる。

労働局側の不採用（再任用拒否）理由は「面接時に上から順位をつけていった結果」であると説明。

どういう基準で順位をつけているのか、全く不明である。

富山労働局側が意図的に○○氏を不採用（再任用拒否）にしたと考えられる。
以下、具体的理由とその他事由。

1 ○○氏の業務は○○氏ひとりで行ってきた。他の非常勤職員はこの業務にかかわってはいない。また法の解釈が必要な業務でもある。すなわち、○○氏がいなくなると、奨励金への対応が不完全になる事は明白である。これは国民の税金を使って業務している国が、国民に対して不利益を与えている事になる。

2 賃金体系の不平等、組織内のモラルハラスメント・セクシャルハラスメント・パワーハラスメントについて、人事院・厚生労働省本省・堀江富山労働局長・太田職業対策課長等に対し直訴し続けてきた。そのため、不都合な人物を排除したと考えられる。

3 ○○氏より勤務期間が長い非常勤職員は再任用されている。これは○○氏の更新期待権に反する。

4 ○○氏が富山労働局で受けたモラルハラスメント等による精神障害発症について、障害者手帳を有するに至った事を知っていながら、メンタルヘルス対策・自殺対策を行っている厚生労働省が、精神障害者を排除している。生存権侵害ともいえる。

国民の税金を使って仕事をしている国家公務員が、自己の都合のため国民に対して不利益ともなる人事を行い、税金を無駄使いしているといわざると得ない。

また富山労働局で行われていた上記の①～④は、明らかに厚生労働省が唱えている全ての事項に反するといえる。

２．国立国際医療研究センターの図書館司書業務の業務委託について
従来、図書館司書業務は、専門２６業務でないのにもかかわらず、5号8号業務として派遣社員を使用してきました。適正化プランによって本年4月1日から業務委託契約に切り替えを提案されました。

派遣先が国立の機関で、知らなかったではすまないことです。直接雇用するよう改善してください。
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